
北海道告示第10612号

平成10年北海道告示第500号（北海道補助金交付規則に定める申請書等の様式（保健福

祉部））の一部を次のように改正する。

令和７年４月１日

北海道知事 鈴木 直道

保福第283号様式及び第288号様式を次のように改める。



保福第283号様式

施 設 名

所 在 地

開 設 者

１  分娩手当支援事業

円

対 象 者 支給対象者数(人) 支給単価(円)
分娩取扱(見込)件数

(件：年度)
手当支給(見込)額

(円)

合　　　　　計 －

（注）１　一般的な分娩費用欄には、正常分娩1分娩当たりの入院から退院までに一般的に分娩費用として徴収する額を記載すること。
　　　　　ただし、妊産婦が任意に選択できる記念品、特別料理等については、これに含めない。
  　　２　支給単価欄には、分娩手当の支給対象者に対する支給単価を記載すること。
　　　　　また、平日(日中)と休日(時間外)等で単価が変わる場合は行を増やして全て記載すること。
  　　３　分娩取扱(見込)件数欄の記載については次によること。
　　　（１）　当該年度において分娩手当の支給対象となる分娩(見込)件数を記載すること。
　    （２）　異常分娩しか手当の支給対象としていない場合などは、正常分娩の件数は含めないこと。
  　  （３）　双子の場合は２件で計上して差し支えない。
  　  （４）　１回の分娩を複数の医療従事者で取り扱った場合でも１件として計上すること。

２  研修医手当支援事業

対 象 者 支給対象者数(人) 支給月額(円)
手当支給(見込)
延べ月数(月)

手当支給(見込)額
(円)

産 婦 人 科 専 攻 医

（注）１　手当支給(見込)延べ月数欄には、手当を支給する延べ月数を記載すること。
　　　　　ただし、年度途中からの実施や産休等で手当が支給されない月は除くこと。

３  新生児医療担当医手当支援事業

床

対 象 者 支給対象者数(人) 支給単価(円)
入院新生児実人員

(見込)数(人：年度)
手当支給(見込)額

(円)

合　　　　　計 － －

（注）１　支給単価欄には、新生児医療担当医手当の支給対象者に対する支給単価を記載すること。
　　　　　また、平日(日中)と休日(時間外)等で単価が変わる場合は行を増やして全て記載すること。
　　  ２　入院新生児実人員(見込)数欄には、当該年度において新生児医療担当医手当の支給対象となるＮＩＣＵ入院新生児の
　　　　実人員(見込)数を記載すること。

注１　支給対象者数欄には、手当支給対象者の実人員を記載すること。
  ２　手当支給(見込)額欄には、実際に支給される年間の手当支給(見込)総額を記載すること。
　　　ただし、対象者以外に支給される手当は含めないこと。
  ３　支給対象者・支給単価（月額）が記載された「就業規則（雇用契約書）」等の写しを添付すること。

助 産 師

ＮＩＣＵ病床数(診療報酬の対象となるものに限る)

新 生 児 医 療
担 当 医 師

産科医等確保支援事業実施計画書

一般的な分娩費用

分 娩 担 当 医 師



保福第288号様式

年 年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ( 年度) ( 年度)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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注１  専攻医数が多く、行が足りない場合は必要に応じて行を追加すること。
  ２  「給与支給額」については年度内に当該医療機関から支給された額（諸手当含む）を記載すること。
    ただし、年度途中の採用・退職の場合はその状況を簡潔に備考欄に記載すること。（例：○年○月採用）

産科医等確保支援事業（研修医手当）支給実績調書
施設名：

専攻医氏名

研修医手当支給実績（円） 給与支給額

合計
今年度 前年度

備    考

合　計


